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研究要旨 

1．保健指導研修会企画担当者及びアドバイザーを対象に、課題の明確化と対応法の検討、研修会の標

準化や講師の質の向上を図るための方策について議論するためのワークショップを開催した。 

2．研修企画の現状について、３つのテーマ（①年間を通じた研修計画について、②個々の研修会につ

いて、③職場内の研修会について）と４つのカテゴリー（企画・運営・評価・改善工夫）を基に、

グループワークを実施し、情報の共有化を図ると共に保健指導を効果的に実施できる人材のスキル

アップと事業企画の評価法などの現状を把握した。 

3．各分野（健診データの情報提供・受診勧奨、食生活、身体活動、禁煙、アルコール）のコアスライ

ドに対するレクチャーを受けた後、スライドへの疑問、要望、気づきなどをグループワークによっ

て集約し、活用度の高いコアスライドにするための意見交換を行った。 

4．研修会終了時に、本研修会の各単元について特に理解が深まった点やさらに詳しく理解したいと感

じた点等、参加者の理解度、内容の評価についてアンケートを実施した結果、理解が深まった、今

後の参考になるとの回答を得た。 

 

A．研究目的 

 特定健診・保健指導では、個人のリスクに応じ

た保健指導、対象者の状況に応じた支援ができる

保健指導者が求められている。そのためには、「標

準的な健診・保健指導プログラム（改訂版）」、

「健康づくりのための身体活動基準2013」を現場

で活用できる保健指導者の育成が必要とされて

いる。 

そこで、国、都道府県、医療保険者、学会、保

健指導機関等が実施している研修の現状や、課題

の分析状況、改善の工夫を把握するため、 

保健指導研修企画者・アドバイザーを対象とし 

たワークショップを開催した。 

 

B．研究方法（研修概要） 

都道府県国保連合会、協会健保各支部、健康保

険組合連合会、保健指導機関等の講習会企画担当

者及びアドバイザーとして関与する講師等を対

象とした。研修の標準化、課題に対する解決法や

取り組み、講師の質の向上を図るために何が必要

か検討することを目的とし、内容を構成した。 

① 保健事業の研修方法と評価に関する研究班

を立ち上げた経緯、研究概要を説明 

② 研修ガイドライン（改訂版）のポイントにつ

いての講義 

③ 本研究班で実施した研修についての調査結



④

⑤

⑥

⑦

C
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④ 保健指導者のスキルについての調査の中間
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⑤ グループワークⅠ「研修企画の現状・課題・

改善工夫」
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C．研究成果
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保健指導者のスキルについての調査の中間報告」
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 グループワーク全体の流れと時間配分を認識

する。 

 自己紹介、テーマの決定、役割分担する。
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「行いたいができていないこと」、「改善できそ

うなこと」を記入する。

 個人ワークで作成した内容をグループ内で共

有し、各カテゴリー別に見える化を図る。

 今後の研修企画にどのように反映させるかを

検討する。 

図１：グループワークの流れ

図２：テーマの決定
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図３：現状について個人ワーク

 

図４：課題の見える化

 

 

図５：今後の研修会に向けて
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ア．企

「行っていること」

・参加者のニーズを把握する

・年間スケジュールを立て計画的に実施している

・県と国保連合会と合同で企画を検討している

・テーマに沿った講師をお願いしている

・他県との

可能となっている

・参加者を経験年数で絞って設定している

・カテゴリー（特定保健指導実施者、健康運動指

導士、スキルアップ等）に分けた研修会を実施

している

「行いたいができていないこと」

・参加者のレベルやニーズにあった研修会の開催

・他機関（県、国保、医師会、関連団体）との連

携

・研修会へのアドバイザーがいない

・研修会の周知が不十分

・研修会の意図を伝えることが難しい

・講師が不足している

・事前の打ち合わせが少ない

・対象者のレベル（対象の絞込み）に合わせた企

画ができていない

・レベル別の講習会が必要と感じる

「改善できそうなこと」

・入手しているものの、活用されていないデータ

があるので、それをまず分析する

・既存データやアンケート結果を活用し、ニー

・事前にアンケートを行い、受講ニーズを把握

・

・企画の段階で横断的に関係者を集め、検討する

・内容の重複を避けるためにも、県、委託事業者、

（３）カテゴリー別ワーク結果
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・カテゴリー（特定保健指導実施者、健康運動指

導士、スキルアップ等）に分けた研修会を実施

「行いたいができていないこと」 

・参加者のレベルやニーズにあった研修会の開催

・他機関（県、国保、医師会、関連団体）との連

・研修会へのアドバイザーがいない 

 

・研修会の意図を伝えることが難しい

・事前の打ち合わせが少ない 

・対象者のレベル（対象の絞込み）に合わせた企

・レベル別の講習会が必要と感じる 

 

・入手しているものの、活用されていないデータ

があるので、それをまず分析する 

・既存データやアンケート結果を活用し、ニー

・事前にアンケートを行い、受講ニーズを把握

班のアンケートを活用し、研修が指導

現場で役立ったかを知る 

・企画の段階で横断的に関係者を集め、検討する

・内容の重複を避けるためにも、県、委託事業者、

・年間スケジュールを立て計画的に実施している

・県と国保連合会と合同で企画を検討している 

・テーマに沿った講師をお願いしている 

開催により県外からの講師派遣も

・参加者を経験年数で絞って設定している 

・カテゴリー（特定保健指導実施者、健康運動指

導士、スキルアップ等）に分けた研修会を実施

・参加者のレベルやニーズにあった研修会の開催

・他機関（県、国保、医師会、関連団体）との連

 

・研修会の意図を伝えることが難しい 

・対象者のレベル（対象の絞込み）に合わせた企

 

・入手しているものの、活用されていないデータ

 

・既存データやアンケート結果を活用し、ニー

・事前にアンケートを行い、受講ニーズを把握

班のアンケートを活用し、研修が指導

・企画の段階で横断的に関係者を集め、検討する

・内容の重複を避けるためにも、県、委託事業者、

・年間スケジュールを立て計画的に実施している 

 

開催により県外からの講師派遣も

・カテゴリー（特定保健指導実施者、健康運動指

導士、スキルアップ等）に分けた研修会を実施

・参加者のレベルやニーズにあった研修会の開催 

・他機関（県、国保、医師会、関連団体）との連

・対象者のレベル（対象の絞込み）に合わせた企

・入手しているものの、活用されていないデータ

・既存データやアンケート結果を活用し、ニー

・事前にアンケートを行い、受講ニーズを把握

班のアンケートを活用し、研修が指導

・企画の段階で横断的に関係者を集め、検討する 

・内容の重複を避けるためにも、県、委託事業者、



イ．運

「行っていること」

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

・当日の役割分担は

・外部講師に目的や現状をしっかり伝える

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

「行いたいができていないこと」

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

・十分な予算がない、人材不足

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

「改善できそうなこと」

・ビデオを活用する

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫

・横の組織機関連携（協力）を図る

ウ．評

「行っていること」

・

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

国保、協会健保等と協議検討していくなど事前

検討会を開催する

イ．運  営

「行っていること」

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

ープワーク）の内容を活用している

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

プを図っている

・当日の役割分担は

・外部講師に目的や現状をしっかり伝える

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

ては外部講師などで対応しニーズにあった研

修を開催している

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

している 

「行いたいができていないこと」

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

いる 

・十分な予算がない、人材不足

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

十分 

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

町村から参加できていない

「改善できそうなこと」

・ビデオを活用する

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

する 

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

例的に開催する

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫

・横の組織機関連携（協力）を図る

ウ．評  価

「行っていること」

・研修会前後に実施するアンケート

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

討や、理解度、習得度の確認

国保、協会健保等と協議検討していくなど事前

検討会を開催する 

営 

「行っていること」 

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

ープワーク）の内容を活用している

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

プを図っている 

・当日の役割分担は確実に実施している

・外部講師に目的や現状をしっかり伝える

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

ては外部講師などで対応しニーズにあった研

修を開催している 

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

 

「行いたいができていないこと」

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

・十分な予算がない、人材不足

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

町村から参加できていない

「改善できそうなこと」

・ビデオを活用する 

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

例的に開催する 

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫

・横の組織機関連携（協力）を図る

価  

「行っていること」 

研修会前後に実施するアンケート

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

討や、理解度、習得度の確認

国保、協会健保等と協議検討していくなど事前

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

ープワーク）の内容を活用している

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

確実に実施している

・外部講師に目的や現状をしっかり伝える

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

ては外部講師などで対応しニーズにあった研

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

「行いたいができていないこと」 

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

・十分な予算がない、人材不足 

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

町村から参加できていない 

「改善できそうなこと」 

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫

・横の組織機関連携（協力）を図る

研修会前後に実施するアンケート

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

討や、理解度、習得度の確認 

国保、協会健保等と協議検討していくなど事前

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

ープワーク）の内容を活用している 

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

確実に実施している 

・外部講師に目的や現状をしっかり伝える 

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

ては外部講師などで対応しニーズにあった研

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

 

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫

・横の組織機関連携（協力）を図る 

研修会前後に実施するアンケート 

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

国保、協会健保等と協議検討していくなど事前

・座学ばかりでなく参加型（ロールプレイ、グル

・内部でグループワークなど実施し、スキルアッ

・困難事例、先進事例など求められたものに関し

ては外部講師などで対応しニーズにあった研

・遠方からも参加できるよう開始時間などを検討

・それぞれの団体が同じような研修会を開催して

・実施したい内容に即した、人、物品、機材が不

・来てほしい対象者が集まらない、来てほしい市

・コミュニケーションを図る場として有効に活用

・組織で対応（運営）できるよう検討会などを定

・開催要項を明確に表示し魅力あるチラシの工夫 

・アンケート結果から開催時期、研修内容等の検

「行いたいができていないこと」

・評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

ている

・研修会受講後の指導者の状況（フォロー）

・指導者を評価できるような研修の企画

・実施した事業の評価

「改善できそうなこと」

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

項目を検討する

・短期的な評価、中長期的な評価項目の整理

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

年健診結果が改善しているか確認する

 

エ．「改善・工夫」

「行っていること」

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

つなげる努力をしている

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

ている

「行いたいができていないこと」

・対象者のニーズの把握

・アンケート結果等評価につながっていない

・研修後の参加者へフォローができていない

・講師への研修目的の明確化ができていない

「改善できそうなこと」

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

実施する

・関係機関との連携をしっかり図る

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向

上 を 示

す

 

３．グルー

プ ワ ー ク

「行いたいができていないこと」

評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

ている 

・研修会受講後の指導者の状況（フォロー）

・指導者を評価できるような研修の企画

・実施した事業の評価

「改善できそうなこと」

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

ケートを実施する

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

項目を検討する

・短期的な評価、中長期的な評価項目の整理

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

年健診結果が改善しているか確認する

エ．「改善・工夫」

「行っていること」

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

つなげる努力をしている

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

ている 

「行いたいができていないこと」

・対象者のニーズの把握

・アンケート結果等評価につながっていない

・研修後の参加者へフォローができていない

・講師への研修目的の明確化ができていない

「改善できそうなこと」

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

実施する 

・関係機関との連携をしっかり図る

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向

上 を 示

す 

３．グルー

プ ワ ー ク

「行いたいができていないこと」

評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

・研修会受講後の指導者の状況（フォロー）

・指導者を評価できるような研修の企画

・実施した事業の評価 

「改善できそうなこと」 

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

ケートを実施する 

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

項目を検討する 

・短期的な評価、中長期的な評価項目の整理

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

年健診結果が改善しているか確認する

エ．「改善・工夫」 

「行っていること」 

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

つなげる努力をしている

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

「行いたいができていないこと」

・対象者のニーズの把握 

・アンケート結果等評価につながっていない

・研修後の参加者へフォローができていない

・講師への研修目的の明確化ができていない

「改善できそうなこと」 

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

・関係機関との連携をしっかり図る

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向

「行いたいができていないこと」 

評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

・研修会受講後の指導者の状況（フォロー）

・指導者を評価できるような研修の企画

 

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

・短期的な評価、中長期的な評価項目の整理

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

年健診結果が改善しているか確認する

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

つなげる努力をしている 

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

「行いたいができていないこと」 

 

・アンケート結果等評価につながっていない

・研修後の参加者へフォローができていない

・講師への研修目的の明確化ができていない

 

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

・関係機関との連携をしっかり図る 

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向

評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

・研修会受講後の指導者の状況（フォロー） 

・指導者を評価できるような研修の企画 

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

・短期的な評価、中長期的な評価項目の整理  

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

年健診結果が改善しているか確認する 

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

・アンケート結果等評価につながっていない 

・研修後の参加者へフォローができていない 

・講師への研修目的の明確化ができていない 

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

 

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向

評価項目が確立しておらず、場当たり的になっ

・研修会終了後、何ヵ月後に時期をおいてアン

・経年で評価する必要があるので、統一した評価

   

・研修会受講者が保健指導をした人（集団）の翌

・研修会事後アンケートを活用し、内容の改善に

・講者が参加しやすい時期、期間、場所を設定し

・研修内容の理解度など把握できるアンケートを

・保健指導などの効果分析を行い、指導技術の向



Ⅱ「コアスライドについて」

（１）グループ構成

 

（２）ワークの構成

①

②

③

④

図６：グループワークの流れ

図７：ワークシートの整理

図８：ワークシートのソート

Ⅱ「コアスライドについて」

（１）グループ構成

 グループワークⅠきと同じグループで編成。

（２）ワークの構成

① グループワーク全体の流れと時間配分を認識

する。 

② 個人ワークとして、ミニレクチャーの際に各

分野のコアスライドに対してメモしたワーク

シートを整理する。

③ グループ内で分野ごとの意見を集約し、どの

分野を担当するか決める。

④ 各分野の担当がグループ内で集めたワークシ

ートを分野別のブースに持ち寄り、意見交換

を行う。 

図６：グループワークの流れ

図７：ワークシートの整理

図８：ワークシートのソート

Ⅱ「コアスライドについて」

（１）グループ構成  

グループワークⅠきと同じグループで編成。

（２）ワークの構成（図６、７、８、９）

グループワーク全体の流れと時間配分を認識

個人ワークとして、ミニレクチャーの際に各

分野のコアスライドに対してメモしたワーク

シートを整理する。 

グループ内で分野ごとの意見を集約し、どの

分野を担当するか決める。

各分野の担当がグループ内で集めたワークシ

ートを分野別のブースに持ち寄り、意見交換

 

図６：グループワークの流れ

図７：ワークシートの整理

図８：ワークシートのソート

Ⅱ「コアスライドについて」 

 

グループワークⅠきと同じグループで編成。

（図６、７、８、９）

グループワーク全体の流れと時間配分を認識

個人ワークとして、ミニレクチャーの際に各

分野のコアスライドに対してメモしたワーク

 

グループ内で分野ごとの意見を集約し、どの

分野を担当するか決める。 

各分野の担当がグループ内で集めたワークシ

ートを分野別のブースに持ち寄り、意見交換

図６：グループワークの流れ 

図７：ワークシートの整理 

図８：ワークシートのソート 

グループワークⅠきと同じグループで編成。

（図６、７、８、９） 

グループワーク全体の流れと時間配分を認識

個人ワークとして、ミニレクチャーの際に各

分野のコアスライドに対してメモしたワーク
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・研修会を企画するにあたり、職種、経験、

保険者別など対象者属性の把握 

 

 

図１２：企画・運営のグループワーク・討論につ

いての参考度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良かった点、より具体的な話が必要な点 

・他機関、他府県の研修の取り組みの現状、

課題、今後の取り組みについて情報交換す

る中で、新たな発見があった 

・評価改善について、もっと話を深める必要があ

る 

 

図１３：コアスライドの活用度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コアスライドへの気づき 

・標準的な研修と保健指導のためにこのような教

材があることはたいへんありがたいこと 

・それぞれポイントを絞ってあるコアスライドで

あったのでとてもわかりやすかった 

・国保と社保を分けたコアスライドの必要性があ

ると思う 

・保健指導の立場で、このように使いたいなどイ

メージが沸いてくるような教材であった 

                     

                     

D．考  察 

 研修企画のグループワークでは、カテゴリー別

ワーク結果より、企画、運営、評価における現状

や課題、対策をグループ間で見える化し、改善に

向けての意見交換が十分にできたと考えられる。 

また、グループをOJTとOFF‐JTで分け、且つ、

年齢や職種が重ならないよう構成したことで一

つのテーマに対して、多様な意見であっても議論

の的がずれることなく、今後の研修会に還元しや

すいと考えられる。アンケート結果からも同様の

意見が多数みられた。 

しかし、中にはもっと話を深める必要があった、

という意見もみられた。このことから、本ワーク

ショップの目的である保健指導研修会の標準化

を図る意味でも同様のワークショップを定期的

に開催することの必要性が示唆された。 

 コアスライドに関しては、グループワークによ

参考になった 

56.3％ 

 

活用したい 

22.9％ 

 是非活用したい

無回答 

6.3％ 

 

大変参考 

になった 

37.5％ 

 参考になった 

56.3％ 

 

無回答 

6.3％ 

参考になった 

41.7％ 

 

大変参考に 

なった 

54.2％ 

 

無回答 

4.2％ 



り、それぞれのコアスライドに対する意見を集約

し、議論する時間を設けたことで、より活用度の

高いものになると考えられる。 

研修会後のアンケートからは、理解度、参考度、

概ね高い評価結果であった。自由記載からも、「効

率的である」、「情報交換の場となった」、「す

ぐに活用したい」、「研修の質を保つためには不

可欠」といった意見が数多く挙げられたことから

研修会の標準化につながるワークショップであ

ったと考えられる。 

 

E．結  論 

 研修会では一方的な情報伝達をするのではな

く、現状や課題を把握し、解決方法等をグループ

ワークで議論する機会を設けることが重要であ

る。また、研修内容を標準化するためには各分野

のコアスライドの必要性は高い。今後の展望とし

て、本研究班でホームページを開設し、関係者は

そこから必要な情報や資料を活用できるよう随

時研修手法における情報提供を行うため、その準

備を進めている。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

H．知的財産権利の出願・登録状況 

なし 

 

 

 

時間 平成２６年　２月　　５日　（水）
10:00 研究の概要 

　 　研究代表者　あいち健康の森健康科学総合センター　センター長　津下 一代　　

10:05 講演　 「健診・保健指導の研修ガイドライン（改訂版）について」
 　　厚生労働省　健康局　がん対策・健康増進課　　　　主査　　　佐藤 智代

10:20 特定保健指導の効果についての報告
(45分) 「研修についての調査、保健指導者スキルについての調査の中間報告」

　　○都道府県における研修の現状と課題等に関する調査結果
　　○保健指導者の知識・スキル・自信度等に関する調査結果　（村本・和田）

11:05 グループワークⅠ　ディスカッション
(75分) 「研修企画の現状・課題・工夫」
12:20 昼　　食

13:10 グループワークⅠ　発表

（30分）
13:40 ミニレクチャー　「コアスライド　ねらいと内容」
(60分) 　　  ◆コアスライドの提案（食生活、身体活動、禁煙、アルコール、健診データ情報提供）

14:40 グループワークⅡ　ディスカッション
（30分） 「コアスライドについて」

　　　◆コアスライドへの要望、活用方法など

15:10 10分休憩
15:20 グループワークⅡ　各分野について報告

（20分） 　グループワークを踏まえて

　　　◆各分野での討議のまとめを報告する（コーディネーター）

15:40 まとめ・情報交換
16:00 終了　　


